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はじめに

アラナミキンクロ Melanitta perspicillata (Linnaeus, 
1758) は，北アメリカ北部で繁殖し，北アメリカ西海
岸及び東海岸で越冬する全長 45 ～ 56 cm，翼開長 76
～ 92 cm のカモ目カモ科の鳥類で，日本には稀な冬鳥
として渡来し，太平洋側は関東以北，日本海側は北陸
以北での記録がある（桐原ほか，2009；日本鳥学会，
2012；氏原・氏原，2015）．

今回，田原市赤羽根漁港でアラナミキンクロの雌成
鳥１羽を観察及び撮影をしたのでここに報告する．

観察状況      

2020 年１月 13 日 8 時 43 分，田原市赤羽根町赤羽
根漁港沖を飛翔移動するアラナミキンクロの雌成鳥１
羽を観察及び撮影をした．

アラナミキンクロを観察した場所は，田原市赤羽根
町赤羽根漁港東側堤防の突端部の灯台付近である．南
方沖合 200 m 付近を東から西へ飛翔移動する姿が見ら
れた．

当日の天候は晴れ，筆者以外に鳥類観察者はおらず，
多数の釣り人が見られた．

アビ類，ウミウ，カンムリカイツブリ，海ガモ類等
が飛翔するなかアラナミキンクロは，単独で東海上か
ら西海上へ飛翔移動していた．撮影当時は，暗色のカ
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第 1 図．赤羽根で観察されたアラナミキンクロ．

　　　a：上面，ｂ：腹面（2020 年 1 月 13 日撮影）．
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モ類としか認識できず，後日，撮影画像により識別す
ることができた．前日も翌日も観察していたが，この
日限りの観察であった．

観察・撮影は，10 倍の双眼鏡及びミラーレス一眼
カメラに 600 mm レンズと 1.4 倍のテレコンバーター
を装着して行った．

種の同定

本個体は，全身黒褐色で嘴は暗色で大きく，上嘴基
部は口角から垂直に切り立っていた．嘴基部・耳羽・
後頸に白斑があり，虹彩は暗色，眼より上の頭部の黒
みが強かった．翼上面は一様に黒褐色で，翼下面は，
下雨覆が黒褐色で，風切部分が淡色だった．腹部は全
体に黒褐色だった（第 1 図 a，b）．

全身暗色で嘴基部や耳羽に白斑がある日本で記録の
ある海ガモ類は，シノリガモ，ビロードキンクロ，ア
ラナミキンクロの 3 種の雌及び雄 1 年目冬個体が該当
する．

シノリガモの雌及び雄 1 年目冬個体は，嘴が本個体
より小さく，後頸部の白斑がないことから該当しない．

ビロードキンクロの雌及び雄 1 年目冬個体は，上嘴
基部の形状が口角から深く湾入し，後頸部に白色部が
なく，次列風切に白色部があることから該当しない．
また，雄 1 年目冬個体の嘴先端は，ピンク色のため観
察個体の暗色とは異なる． 　

アラナミキンクロの雌及び雄 1 年目冬個体は，上嘴
基部が口角から垂直に切り立っている点，次列風切に
白色部がない点が合致した．本個体は後頸に白斑があ
り，下面が暗色であることから雌成鳥の特徴（氏原・
氏原，2015）と一致する．

以上のことから本個体をアラナミキンクロ雌成鳥と
同定した．

まとめ
　
今回の報告以前に愛知県ではアラナミキンクロの渡

来記録は確認できず（日本鳥学会，2012；子安ほか，
2018），この観察事例は，県内での初記録となると考
えられる．また，東海地方以南の記録としても初記録
の可能性が高い．
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